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■No.1■【指数データ】景況感指数 

タイ中央銀行（BOT）は、４月のビジネス景況感指数（BSI）を発表した。下グラフは、

その構成要素である製造業と非製造業の指数となる。（５０＝前月から変化なし） 

４月の製造業BSIは46.3、同三か月後の期待値は43.1、非製造業BSIは40.8、同三か月後

の期待値は38.7となった。全ての値は前月から「悪化した」を示す50を下回る結果とな

った。大きな要因としては、中東戦争による原油の輸入が困難になったことで、製造・

非製造に影響が出ていることとなる。製造業では、石油が原料のナフサや窒素化化合物

などが原料不足で生産量が減少している事や、ガソリン価格高騰で輸送貨物費用が高騰

している事が挙げられる。非製造業では、航空機の燃料代が上昇し、運賃の値上げが始

まりインバウンド・アウトバウンドで利用客の減少していることなどが挙げられてい

る。3か月後の期待値でも同様の影響が続くと見込まれており、しばらくはこの状況が続

くと思われている。 

 

出所：https://www.bot.or.th/ 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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■No.2■【指数データ】投資家信頼感指数 

FETCO（タイ資本市場連盟）は、4月の投資家信頼感指数（ICI）を発表した。指数は80～

120をニュートラルゾーンとし、それ以下を弱気、それ以上を強気と示している。 

4月のICI全体は114.2となり、3月から向上した。次に個人投資家ICIは90、資産運用専門

家ICIは100、機関投資家ICIは110、外国人投資家ICIは133.3となった。機関投資家以外

は改善を示す結果となった。特に外国人投資家は一気に30以上指数を増加するに至っ

た。要因として、米・イラン戦争が決着を見ないものの落ち着いている状況にあるこ

と、タイ政府の景気刺激策への期待、エネルギー関連企業株への資金の流入など、不安

定ではあるものの、多くの投資家にとって、現状では大きな変化がないものの改善へ向

かうのではないかとの期待感を持っている。 

 

 出所： https://www.fetco.or.th/ 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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戦争が小康状態にあることを

で、上昇に転じているが、、 



■No.3■【調査データ】ビジネス上の障害アンケート 

タイ中央銀行（BOT）は4月、タイ国内企業の事業継続に於ける障害に関する調査結果を

発表した。これは、BOTが672社のタイ国内の大中企業に対して行った調査となる。 

4月の調査では、「製造コスト高」がスカイロケットのごとく上昇し、他の懸念項目を圧

倒する結果となった。要因はもちろん米・イラン戦争の影響で原油の輸入が滞り、資材

価格や輸送コストが激上がりしたものに起因している。一方、他の4項目は全て前月から

割合を減らしていることが見て取れる。「経済の不確実性」も割合を減らす状況になっ

ており、事業者の懸念は「製造コスト高」一点に絞られている。 

  

出所： https://www.bot.or.th/ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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